
第
二
・
五
・
八
・
十
一
の
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
自
由
討
論
で
、
前
述
の
話
題
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
話
題
提
供
者
の
中
山
茂
・
吉
田
忠
・
大
塚
恭
男
・
村
上

陽
一
郎
の
各
氏
か
ら
問
題
点
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
出
席
者
全

員
か
ら
活
渥
な
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
ず
れ
も

二
つ
の
発
表
で
構
成
さ
れ
、
先
ず
発
表
者
が
論
文
の
要
点
を
述
べ
、
そ
れ
に

対
し
て
予
め
指
定
さ
れ
た
討
論
者
が
意
見
を
提
出
し
、
発
表
者
が
そ
れ
に
答

え
た
の
ち
に
、
一
般
の
参
加
者
も
含
め
て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
発
表
一

題
に
つ
い
て
は
一
時
間
が
当
て
ら
れ
、
発
表
者
の
説
明
は
五
分
程
度
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
通
訳
の
問
題
（
日
本
語
ま
た
は
中
国
語
、
一
部
英

語
で
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
語
ま
た
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
）
な
ど
も

あ
っ
て
二
十
分
或
い
は
三
十
分
に
達
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
質
疑
応
答
も
盛

ん
で
、
座
長
は
一
時
間
以
内
に
納
め
る
の
に
苦
慮
し
、
そ
の
た
め
に
十
一
月

三
日
の
夜
、
医
学
と
天
文
学
の
ニ
グ
ル
ー
・
フ
に
分
れ
て
、
積
み
残
し
た
話
題

を
中
心
に
し
て
自
由
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
両
グ
ル
ー
プ
と
も
二
十
人
程
度

が
参
加
し
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

第
一
・
三
・
四
・
六
の
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
天
文
と
暦
法
が
中
心
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
こ
の
二
つ
の
事
項
が
中
国
歴
代
王
朝
の
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ

た
と
い
う
特
殊
事
情
か
ら
、
と
く
に
多
く
の
科
学
史
上
の
問
題
を
含
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
医
学
に
関
係
の
あ
っ
た
の
は
第
七
・
八
・
九
・
十
の
四
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
長
と
発
表
者
、
表
題
、
討
論
者
は
左
記
の
通

り
で
あ
っ
た
。

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
杉
立
義
一
）
馬
堪
温
「
晴
唐
医
学
の
主
な
成
果

と
特
質
」
（
討
論
者
・
宮
下
三
郎
）
赤
堀
昭
「
傷
寒
論
の
歴
史
」
（
石
田
秀

実
）

第
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
酒
井
シ
ヅ
）

第
九
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
フ
オ
ル
｝
乙
播
吉
星
「
日
中
医
学
交
流
史
の
中

の
周
岐
来
」
（
山
本
徳
子
）
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
「
革
命
を
行
う
科
学
と
パ
ラ

ダ
イ
ム
共
存
科
学
」
（
伊
東
俊
太
郎
）

第
十
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
里
深
文
彦
）
セ
ビ
ン
「
古
代
か
ら
清
朝
ま
で
の

科
学
と
医
学
」
（
中
山
茂
）
何
丙
郁
「
最
近
中
国
に
於
け
る
科
学
史
研
究

の
動
向
と
展
望
」
（
坂
出
祥
伸
）

な
お
革
命
を
行
う
科
学
と
は
訳
の
都
合
上
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
共
存
に
対
し
て
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
、
つ
ま
り
前
代
の

説
を
否
定
し
て
し
ま
う
科
学
の
意
味
で
あ
る
。

最
初
の
日
の
十
一
月
一
日
の
夜
に
は
会
館
内
で
簡
素
で
は
あ
る
が
素
晴
ら

し
い
雰
囲
気
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
五
日
に
は
外
国
人
招

聰
者
全
員
が
参
加
し
て
、
色
づ
き
始
め
た
高
雄
へ
の
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ァ
ー

が
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
七
日
（
日
）
開
催

行
事
内
容

第
一
部
浜
松
医
大
図
書
館
・
館
蔵
品
見
学
会

第
二
部
浜
松
市
を
中
心
と
し
た
医
の
史
跡
め
ぐ
り

第
三
部
懇
親
会

第
七
回
静
岡
県
医
の
史
跡
探
訪
会

舟
木
茂
夫

（93）527



十
分
な
予
告
期
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
反
省
点
も
あ
っ
た
が
、
県
史
の
編
さ
ん
で
御
多
忙
中
の
岩
崎
鐵
志
先
生

が
東
京
か
ら
矢
部
一
郎
先
生
を
御
勧
誘
下
さ
っ
た
上
に
、
案
内
役
か
ら
解
説

役
ま
で
も
引
受
け
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
密
度
の
高
い

盛
り
上
っ
た
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
こ
の
回
を
以
っ
て
三
巡
目
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
静
岡
県
医

史
学
懇
話
会
が
順
調
な
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
土
屋
重
朗
会
長
の

実
績
が
認
め
ら
れ
て
、
県
医
師
会
の
正
式
な
分
科
会
と
し
て
発
足
し
て
助
成

金
ま
で
頂
い
て
い
る
こ
と
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

（
支
部
長
）
北
陸
医
史
学
同
好
会
々
長
加
藤
豊
明

（
連
絡
場
所
）
一
瓦
ろ
福
井
市
大
願
寺
三
’
四
’
一
○
福
井
県
医
師
会
館
内

北
陸
医
史
学
同
好
会
電
話
（
○
七
七
六
）
二
四
’
○
三
八
七

但
し
、
会
長
宅
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〒
空
一
石
川
県
金
沢
市
野
町
四
’
一
’
二
○
加
藤
豊
明

電
話
（
○
七
六
二
）
四
一
’
二
四
○
八

（
入
会
方
法
）
当
会
の
名
称
は
北
陸
医
史
学
同
好
会
と
称
し
、
北
陸
に
お
け

る
医
史
学
を
愛
好
す
る
者
が
相
互
に
連
携
を
計
り
、
お
互
に
研
讃
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
医
史
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
当
会
の
こ
の
目
的
に
賛
同
し
、
医
史
学
に
関
心
を
有
す
る
人

は
会
員
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
。
会
費
は
年
額
、
各
自
金
四
千
円
で
す
。

現
在
の
会
員
数
は
、
福
井
県
二
十
八
名
、
石
川
県
三
十
七
名
、
富
山
県
二

十
名
、
そ
の
他
六
名
、
計
九
十
一
名
で
す
。

（
機
関
誌
）
前
記
の
当
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
毎
年
北
陸
三
県
を
持

廻
り
で
講
演
会
や
研
究
発
表
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
集
録
し
て
機

関
誌
『
北
陸
医
史
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
今
年
度
事
業
報
告
）
当
会
の
役
員
は
会
長
一
名
と
北
陸
三
県
か
ら
夫
炎
選

出
さ
れ
た
幹
事
若
干
名
（
現
在
は
三
県
か
ら
各
県
夫
々
二
名
宛
の
幹
事
が
選

出
さ
れ
計
六
名
）
で
す
。
こ
の
幹
事
会
の
決
議
に
よ
り
ま
し
て
、
今
年
度
は

ｊ
Ｉ
Ｉ
ｊ

－
支
部
報
告
一

日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部
近
況
報
告

（94） 528


